
第��号 
発行 令和 �年 �月 ��日（月） 
 

飯田地区まちづくり協議会・飯田公民館だより  

 編集・発行：飯田地区まちづくり協議会・飯田公民館   ℡ ����-��-����  

   ヨガ教室 会員募集！！  

～コロナ禍の時代 大切なことは「免疫力ＵＰ！」～ 
 身体をしなやかにして、血流を改善 

      呼吸法で心をのびやかにして、免疫力をＵＰ 

①普通クラス（ハタヨガ） 

 会費１回 1,000円 

  ※女性専科 

  毎月第２、第４木曜日  

     13：30～15：00 

    第２、第４金曜日  

     20：00～21：30 

②シニアクラス 

（健康体操＋基本の呼吸） 

 会費１回 500円 

  ※男女６５歳以上 

  毎月第２、第４金曜日  

     15：00～16：00 

場 所： 飯田公民館 集会室 

冬期の１月、２月はお休みです。 

講師の都合により、レッスン日を変更する場合もあります。 

【問合せ先】 

 講 師  田中真理子さん 

 連絡先  090-5284-5805   

  ・ヨガ指導歴 16年 

  ・1級ヨガインストラクター取得 

  飯田パソコン教室 開講  

    誰でも いつからでも 参加は自由！！ 

 こんな悩みはありませんか？ 
 

「パソコン・スマホを買ってみたが、うまく使えない」 

「書類や案内文章をパソコンでうまく作成できない」 

「みんなが使っているアプリを使えるようになりたい」 

などなど 

 

 パソコン教室で解決しましょう！ 

日 時：毎月第４金曜日（初回は６月２５日） 

    19：00～約２時間 

場 所：飯田公民館の一室 

会 費：無 料 

講 師：増田啓次さん 

後 援：飯田公民館（TEL 0973-79-2251） 
 

自分のパソコンをご準備のうえお越しください 

日時に変更がある場合は公民館に掲示します 

参加者がいない場合は20時頃に終了します 

 読み聞かせボランティア 

     参加してみませんか？？ 

 毎月第３金曜日 午前8：30より15分程度の時間で飯田小学校の各

学年に絵本の読み聞かせをボランティアの方々で行っています。 

 子どもたちと一緒に、絵本の素敵な世界を共有してみませんか？ 

  経験がなくても大丈夫です！ 

 興味のある方はぜひぜひお問い合わせください！ 
  

  問い合わせ先：飯田公民館（TEL 0973-79-2251) 

 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 

 

 

 です 
 

 
 
 ４月２０日（火）飯田地区まちづくり協議会

の令和３年度「総会」が開催されました。 

 コロナ禍の中でしたが、多くの皆様のご出席

をいただきました。 

 「会」では令和２年度の事業報告と収支決算

報告、監査報告があり、コロナ禍の中、広く呼

びかけができず小規模の活動になりましたが、

皆で知恵を出し合って活動をしたことが報告

され承認されました。また、令和３年度の事業

計画と収支予算案が提案され承認されました。 

 終了後、引き続き飯田地区青少年健全育成協

議会（安部道和会長）の総会も開催されました。 
 

 
また、２３日（金）には飯田地区人権・部落

差別解消啓発推進協議会（飯田祥治朗会長）の

総会が開催されました。 

 このほかに、飯田公民館を利用して 

＊４月 ２日 交通安全協会（赤峰正芳会長） 

＊４月２０日 キスゲの会（赤峰智子会長） 

＊４月２２日 白   鳥   会（甲斐宗典会長） 

が相次いで総会を開催し、令和３年度の活動が

始まりました。 

 コロナ禍の中ですので、状況等を見ながらの

活動になるかと思いますが、皆さん、コロナに

負けず、頑張りましょう！ 
 

 
～身近に感じて下さい！ あなたのまちの民生委員・児童委員～ 

 
「民生委員・児童委員の日」は、大正６年５

月１２日に岡山県において、民生委員・児童委

員制度の源である済世顧問制度の設置規程が

公布されたことに由来し、昭和５２年に、全国

民生委員児童委員協議会（当時）が毎年５月１

２日を「民生委員・児童委員の日」とすること

を定めました。 

◆こんな活動をしています◆ 

民生委員・児童委員さんは、担当する地域に

暮らす身近な相談相手として、地域住民からの

生活上の心配ごとや困りごと、医療や介護、子

育ての不安などの相談に応じています。そして

その課題が解決できるよう、必要な支援への

「つなぎ役」になります。 

 また、地域の見守り役として、定期的な訪問

などを通じて、高齢者や障がい者世帯、子ども

たちの見守りを行なっています。 
 

  
 子どもや子育てに関する支援を専門に担当

する民生委員（主任児童委員）さんも活動して

います。 

 悩みやご近所で気になることはありません

か？ひとりで悩まずに相談してください。 

お住いの地域を担当している民生委員・児童

委員さんは、九重町社会福祉協議会へお問い合

わせください。   （☏ ７６－２５００） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～ 生 活 の 潤 滑 油 ～ 
 

 人気を博したコント番組「志村けんのだいじ

ょうぶだぁ」の放映時、テレビ局には視聴者か

ら多くの便りが届いた。その中に、志村さんが

「ホロッとした」手紙があった。父を失った娘

が、母とアパートで生活していた。母はパート

に出て、娘もアルバイトの日々。ただ、月曜日

だけは２人とも午後６時に家に帰った。８時か

らの番組を見るためだ。母娘で笑い合い、「また

１週間頑張ろうね」と声を掛け合った。人間と

動物の違いの一つは「笑う」こと。志村さんは 

「笑いには、人間を強くする不思議な力があ

る。お笑いしかできない僕だけど、笑うことで 
 

何か明るい光が見えてくれば、本当にいいんだ

けどね」と語っていた。（『志村けんの１６０の言葉』） 

 笑いは人間を元気にする“生活の潤滑油”で

ある。カントは“笑いは医師の働きをする”と 

洞察したが、実際、免疫機能の活性化や癒しの

効果があるという。笑いの典型であるユーモア

も、人間を解放する笑いといわれる。（新聞記事より） 

 志村けんさんが逝去して一年が過ぎました。

コロナ禍は続き、社会の分断も深刻です。だか

らこそ、苦難に負けないよう笑顔でたたえ合う

励ましの輪を、地域で広げたいものですね。 

※カント Kant（ドイツ／哲学者） 
  




